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　2015年 7 月27日（月）、18：00 ～ 19：30まで、
聖学院大学 4 号館 4 階第一会議室を会場にして、
2015第 1 回ラインホールド・ニーバー研究会が開
催された。参加者17名であった。今回は、髙橋義
文氏（聖学院大学総合研究所所長、ラインホール
ド・ニーバー研究室長）より、「ラインホールド・
ニーバーにおけるリベラリズム–確認と再考」と題
して講演が行われた。
　高橋氏は、昨年2014年に聖学院大学出版会より

『ラインホールド・ニーバーとリベラリズム–ライ
ンホールド・ニーバーの神学的視点の探求–』を上
梓された。その後、ニーバーとリベラリズムの関
係について質問や意見を寄せてくださった方が少
なくなかった、という。今回の講演が、それらの
貴重な意見に対して、何らかの形でレスポンスす
る機会になれば幸いである、と冒頭に述べられた。
　開会祈祷が柳田洋夫氏（聖学院大学准教授）よ
り献げられた後、早速高橋氏の講演に移った。以
下は、講演の概要である。
　ラインホールド・ニーバー（1892 ～ 1971）の知
的生涯の全体は、リベラリズムとの闘いであり、

またリベラリズムへの取組でもあった。つまり、
一方においてはそれぞれの時代におけるリベラリ
ズムが抱える欠点を批判しつつ、他方では、その
結果を踏まえてリベラリズムをより円熟した形で
肯定することを追求したのである。
　ニーバーのリベラリズムへの批判と取り組みは、
大部して「神学的リベラリズム」と「政治的リベ
ラリズム」の二つの方向に向かった。しかもこの
二つは、ニーバーにとって、区別されても峻別で
きない関連性を持っている。
　ニーバー初期の神学的リベラリズムとの戦いは、
自らも一時期関与した社会福音運動（Social 
Gospel Movement）に対してである。社会福音は、
19世紀後半から20世紀前半にかけて、アメリカの
キリスト教会・神学界を席巻した。ニーバーにとっ
て社会福音運動は、福音と社会との関連性を重視
する点において意義を持っていた。しかし理想と
しての神の国と、現実としての地上の世界とを直
接的に結び付けるその理解は、歴史を楽観主義的
に捉える過ちを犯してしまっていた。
　同様の批判は、プラグマティズムの主唱者J・
デューイらによる哲学的リベラリズムにも該当す
る。科学技術の飛躍的発展に象徴される理性の進
歩が、歴史を漸進的に向上させ、やがて人類間の
葛藤も解消させるとしたその見方は、ニーバーに
とって、人間の自由による創造性と逆説的に関連
する、罪による破壊性を軽視する誤りをもたらす
ことになる。これらの批判は『道徳的個人と非道
徳的社会』（1932年）において、センセーショナル
かつエポックメイキングな形で示されることと
なった。
　ニーバーは、1929年にウォール街で引き起こさ
れた世界大恐慌による資本主義の破綻をごく間近
で感じ、その克服の手段として、マルクス主義に
一時期接近することとなる。しかしやがて離れ、
批判を展開する。マルクス主義は、あらゆる人間
の平等を追求する点においては意義を持つもので
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あるが、しかしその人間観及び歴史観は楽観主義
に堕しており、歴史の複雑な現実性を単純化して
しまっている。ニーバーは、『光の子と闇の子』（1944
年）の中で、マルクス主義を、私欲を超える法的
感覚を持っている「光の子」の側として類型しな
がらも、その安易な理想主義的見方が、むしろ専
制政治を引き起こす主要因となっていることを厳
しく批判し、強力にデモクラシーを支持する。こ
の著作におけるニーバーの卓越した点は、キリス
ト教的人間観とデモクラシーの関係を弁証学的に
適切に論証したことである。
　ギフォード講演（1939年）の講演を基にして上
梓された『人間の本性と運命』（第 1 巻：1941年、
第 2 巻：1943年）は、それまでの神学的・政治的
両面におけるリベラリズムへの批判を経て、自ら
のあるべきリベラリズムの立場を表明したニー
バー思想の記念碑的名著である。この著作の中で
は、宗教改革的精神とルネッサンス的精神とを、
神による恩恵の逆説性を加味して、弁証法的に総
合することを提言する。また、F・ルーズベルト
大統領によるニューディール政策の推進は、自ら
のリベラリズムと類似するものであり、絶対平和
主義と結びついた社会主義リベラリズムを克服す
るに十分な政策であった。ニーバーは、ルーズベ
ルトの大統領 3 選を支持し、社会主義リベラリズ
ムを克服していくこととなる。
　戦後ニーバーは、アメリカのデモクラシー体制
を補強する牽引役として活躍し、また注目を受け
た。ADA（Americans for Democratic Action）の
創設は、その顕著な例である。しかしADAにとっ
てニーバーは創設者以上の存在である。デモクラ
シーの価値に対する深い神学的視座をADAにもた
らしたからである。この影響を受けたのが、A・シュ
レシンジャーである。
　ニーバーは、このADAの活動に代表されるよう
に強力なアメリカン・デモクラシー体制の推進役
を担ったが、同時に、世界の自由主義陣営を牽引
すべき超大国アメリカが、自己の美徳と富の繁栄

の成果とを結び付け、思い上がる罪に浸ることで
自らを滅ぼすことになる、と警鐘をも鳴らした。『ア
メリカ史のアイロニー』（1952年）は、この預言者
的声を十全に告げている。この著作において円熟
したリベラリズムが表れている。
　このようにしてニーバーは、あたかも永遠の相
の下にアメリカを俯瞰するようにして、既存のリ
ベラリズムを批判しつつ、しかもあるべきリベラ
リズムを追求し、発言し続けた。それは、罪の現
実を直視するリアリズムによって貫かれた。しか
も人間の自由の創造性が損なわれることのない、
リアリスト・リベラリズム、ということができる。
このリベラリズムが、ニーバーの「キリスト教現
実主義」であった。
　日本におけるニーバー研究を牽引する神学者の、
円熟したニーバー論を伺う貴重な時となったこと
を感謝するものである。

（文責：五十嵐成見［いからし・なるみ］聖学院大
学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士
後期課程 4 年）




